
第 64期決算公告 平成23年４月27日
千葉県船橋市習志野５丁目１番３号

習志野タクシー株式会社
代表取締役 唐澤 隆治

貸借対照表の要旨(平成23年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 138,070
固 定 資 産 102,053
合 計 240,124

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 28,684
固 定 負 債 22,469
株 主 資 本 188,971
資 本 金 10,400
資 本 剰 余 金 36

(資本準備金) (36)
利 益 剰 余 金 178,535
(利益準備金) (2,600)
(その他利益剰余金) (175,935)
(うち当期純利益) (2,695)
合 計 240,124

第 42期決算公告 平成23年６月７日
東京都千代田区神田須田町一丁目26番５

日新ビジテック株式会社
代表取締役 福田 俊明

貸借対照表の要旨(平成23年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の

部

資

産

流 動 資 産 342,931
固 定 資 産 18,915
投資その他の資産 39,461
合 計 401,307

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 343,780
固 定 負 債 8,099
株 主 資 本 49,428
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 19,428
(利益準備金) (2,780)
(その他利益剰余金) (16,648)
合 計 401,307

~ 当期純利益 6,262千円

第 16期決算公告 平成23年６月７日
東京都港区高輪４丁目10番18号

株式会社京急ショッピングセンター
取締役社長 宮木 恒夫

貸借対照表の要旨(平成23年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 2,236,903
固 定 資 産 3,280,039
資 産 合 計 5,516,943

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 615,492
固 定 負 債 1,305,477
(退職給付引当金) (3,005)
株 主 資 本 3,595,973
資 本 金 400,000
資 本 剰 余 金 580,000
利 益 剰 余 金 2,615,973
利 益 準 備 金 1,840
その他利益剰余金 2,614,133
(うち当期純利益) (255,446)
負債・純資産合計 5,516,943
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